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11月号予告
特集は、「事業承継シリーズ 前篇～稲作経営～」を予定。
日本の基幹的農業従事者数のうち約７割が65歳以上と高齢化が進
み、後継者不足が深刻化する状況で、喫緊の課題の一つに事業承継
が挙げられます。そこで２回に渡り、耕種、畜産における事業継承を
考えます。前篇では、水田農業の事業承継のヒントを探ります。

スマート農業の扉が開く
3 もうかるビジネス、住みやすい農村へ

三輪 泰史
スマート農業は「匠の眼・頭脳・手」として活用できる。労働力不足や技術習熟度の向上な
ど、日本農業の直面する課題解決の切り札となり、農村の暮らしを変革する可能性を秘める

7 自動化・無人化。次世代農業技術開発
飯田 聡
農機とICTの融合により、農機の完全無人化など新しい水田農業のカタチが期待さ
れる。次代を見据え開発に取り組む農機メーカーが描く、スマート農業・農村の未来像

11 フードチェーン視野に北海道農業展望
野口 伸
耕地面積が大きい北海道では、スマート農業の効果が発揮されやすく導入や実証実験が進む。
そこでロボット工学第一人者に北海道の事例からスマート農業発展の道筋を語ってもらった

	 コロナ禍における農林水産物・食品輸出	
	 その動きとジェトロの支援策

中 裕伸
コロナ禍によって日本産農林水産物・食品を取り巻く輸出環境は激変した。
需要構造の変化は海外での新ビジネスを生む可能性がある

変革は人にあり
23 	ファロスファーム株式会社／大阪府	
竹延	哲治
世界と戦える高い生産性を支えるのは、データ重視の「病気と闘わない」「養豚を科学する」
経営。国内養豚出荷シェア２％を視野に入れ、日本で一番たくさん食べられる豚肉をめざす

新・農業人
31 	有限会社ジェイ・ウィングファーム／愛媛県	
大森	陽平
地域から厚く信頼されていることが評価され、就農７年目で事業承継を見据え取締役
に就任。「農業で地域を守る」を信念とし、より多くに裸麦を知ってもらおうと奮闘中だ

観天望気
スマート農業は技術の掛け算　湯川 智行 ------ 2

主張・多論百出
フリーフロム株式会社
山﨑 寛斗 ----------------------------------------------------- 17

農と食の邂逅
鈴木 佐江子・希巳江／静岡県
片柳 草生（文）　河野 千年（撮影）---------------- 19

フォーラムエッセイ
夏の思い出　内田 恭子 ------------------------------- 22

耳よりな話 221 回
温暖化がもたらす新たな機会
杉浦 俊彦 ----------------------------------------------------- 26

まちづくりむらづくり
小さな村に大きな夢を実現する
夫婦が手づくりの里山体験施設
ケロンの小さな村／石川県能登町
上乘 秀雄 ----------------------------------------------------- 27

書　評
三次 理加 著

『お米の先物市場活用法』
武本 俊彦 ----------------------------------------------------- 30

インフォメーション
販路の多角化へ取り組む皆さまへ

「＃元気いただきますプロジェクト」のご紹介
農林水産省 ----------------------------------------------------- 33
リスクマネジメント研修で講師を務めました
帯広支店 

「アグリフードEXPOオンライン」開設のお知らせ ---- 35

新型コロナウイルス感染症・令和２年７月豪雨に係る 
特例制度が措置されています ----------------------------- 36

みんなの広場・編集後記 ------------------------------------- 37

TiDBit：上級農業経営アドバイザーのこぼれ話 連載6号
経営にゴールなし
支援者がいれば困難越え成長する　 
古賀 久子 ----------------------------------------------------- 38

シリーズ・その他

特　集

特別緊急企画

経営紹介

撮影：菊地 晴夫

収穫期の大地
■収穫時期を迎えた美瑛の大地。鮮やかな緑は秋まきの小麦や牧草
地。土が見えているところは、小麦やジャガイモの収穫を終えた畑で、
黄色は収穫間際の大豆の彩りである■

北海道美瑛町
2017年爽秋
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＊本誌掲載文のうち、意見にわたる部分は、筆者個人の見解です。
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望
気
観
天

スマート農業は技術の掛け算

　

農
林
水
産
省
の
事
業
と
し
て
ス
マ
ー
ト
農
業
関
連
実
証
事
業
が
全
国
各

地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。２
０
１
９
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
、20
年
度
に
新
た

に
開
始
さ
れ
た
も
の
を
含
み
、現
在
１
４
８
の
実
証
グ
ル
ー
プ
が
、ス
マ
ー

ト
農
機
を
導
入
し
た
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

た
と
え
ば
水
稲
作
で
み
る
と
、ほ
ぼ
全
自
動
で
の
作
業
が
可
能
な
ロ
ボ

ッ
ト
田
植
機
や
、水
田
の
入
水
や
落
水
な
ど
の
水
管
理
を
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
で
制
御
で
き
る
シ
ス
テ
ム
、さ
ら
に
生
育
状
態
を
ド
ロ
ー
ン
な
ど
で

観
察
し
、肥
料
や
農
薬
を
適
切
に
散
布
す
る
技
術
な
ど
で
あ
る
。

　

さ
て
、ス
マ
ー
ト
農
業
の
最
終
目
的
は
、生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で

あ
る
。農
政
の
課
題
と
し
て
、食
料
自
給
率
の
向
上
、農
業
就
業
人
口
の
低

下
や
高
齢
化
な
ど
へ
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、ス
マ
ー
ト
農
業
は
こ
れ

ら
に
対
す
る
対
策
と
な
る
。

　

生
産
性
は
一
般
に
、労
働
生
産
性
と
土
地
生
産
性
に
分
け
ら
れ
る
が
、た

と
え
ば
、ロ
ボ
ッ
ト
田
植
機
は
、田
植
に
係
る
人
員
を
減
ら
す
こ
と
で
労
働

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
。一
方
、ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
生
育
管
理
は
、収
量
増

が
期
待
で
き
、土
地
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
。ま
た
、水
管
理
の
シ
ス
テ
ム

は
水
管
理
の
人
員
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、労
働
生
産
性
を
向
上

さ
せ
る
。

　

し
か
し
、生
産
性
を
よ
り
高
度
に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、労
働
生
産
性

と
土
地
生
産
性
を「
掛
け
算
」す
る
こ
と
が
重
要
だ
。た
と
え
ば
、水
管
理
で

あ
れ
ば
、人
員
を
減
ら
せ
る
と
い
う
労
働
生
産
性
の
向
上
に
留
ま
ら
ず
、生

育
状
態
に
応
じ
た
適
確
な
水
管
理
に
よ
り
収
量
を
向
上
さ
せ
る
技
術
と
し

て
昇
華
さ
せ
、土
地
生
産
性
を
も
高
め
る
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

生
産
性
を
高
め
る
農
業
技
術
は
も
ち
ろ
ん
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
だ
け
で

は
な
い
。こ
れ
も
水
稲
作
の
例
だ
が
、次
世
代
と
も
い
う
べ
き
高
効
率
で
安

定
的
な
直
播
栽
培
技
術
の
開
発
と
普
及
が
進
ん
で
い
る
。こ
れ
ら
と
ス
マ

ー
ト
農
業
技
術
と
の
掛
け
算
を
す
る
こ
と
。異
な
る
技
術
の
掛
け
算
は
、技

術
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
と
し
て
飛
躍
的
な
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の

と
信
じ
て
い
る
。

ゆかわ ともゆき
1960年生まれ。千葉大学園芸学研究科修了。博士（学
術）。1985年農林水産省入省後、北陸農業試験場、北海
道農業研究センター、ワシントン州立大学、秋田県農業
試験場などを経て、2018年より現職。主に水田作付体
系の技術開発に従事。スマート農業実証事業では、水田
作の体系別責任者を務めている。

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構
東北農業研究センター所長

湯川 智行
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近
年
、日
本
で
も
、「
代
替
肉
」「
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
・
ヴ
ィ

ー
ガ
ン
」（
注
１
）に
関
連
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
か
け

る
機
会
が
増
え
て
き
た
。そ
の
一
方
、「
今
ひ
と
つ
市
場
感
が

つ
か
め
な
い
」と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
。そ
こ
で
、「
コ
ロ
ナ

禍
で
急
成
長
す
る
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
市
場
」（
以

下
、「
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
等
市
場
」と
す
る
）に
つ
い
て
述
べ
て

み
た
い
。

　

ま
ず
、世
界
に
お
け
る
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
等
市
場
に
着
目
し

て
み
よ
う
。２
０
２
０
年
４
月
の
観
光
庁
の
レ
ポ
ー
ト「
飲

食
事
業
者
等
に
お
け
る
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
対

応
ガ
イ
ド
」に
よ
る
と
、世
界
の
主
要
１
０
０
カ
国
・
地
域

に
お
い
て
は
、日
本
の
総
人
口
の
約
５
倍
に
匹
敵
す
る
６
億 

３
０
０
０
万
人
の
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
が
存
在
し
、

そ
の
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。最
近
だ
と
、菜
食
先
進

国
と
い
わ
れ
る
米
国
で
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
健
康

志
向
が
高
ま
り
、あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
植
物
性

代
替
肉
の
売
り
上
げ
が
１
週
間
で
約
２
０
０
％
増
の
成
長

を
遂
げ
た（
注
２
）。

　

で
は
、日
本
に
お
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。国
内
に
お
け

る
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
等
市
場
の
盛
り
上
が
り
の
き
っ
か
け
は

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」で
あ
る
。前
出
の
観
光
庁
の
レ
ポ
ー
ト
に

よ
れ
ば
、18
年
時
点
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
等

市
場
は
４
５
０
～
６
０
０
億
円
規
模
で
あ
り
、全
訪
日
旅
行

者
の
う
ち
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
が
４
・６
～
６
・１
％
を
占
め
た
。

ま
た
、19
年
12
月
に
は
一
般
社
団
法
人
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が『
沖
縄
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
』を
発
行
す
る
な
ど
、供
給
側
も
右
肩
上
が
り
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
に
対
応
し
て
き
た
が
、「
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
」と

い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
コ
ロ
ナ
禍
に
直
面
し
た
。

　

国
内
の
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
対
応
は
こ
れ
ま
で「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
策
と
し
て
」と
い
う
側
面
が
強
か
っ
た
た
め
、東
京

２
０
２
０
大
会
が
開
催
延
期
と
な
っ
た
こ
と
で
、一
時
は
ベ

ジ
タ
リ
ア
ン
等
市
場
の
停
滞
も
予
測
さ
れ
た
。し
か
し
、予

想
外
の
結
果
が
現
れ
た
。「
コ
ロ
ナ
太
り
を
実
感
し
て
い
る
人

が
57
％
に
の
ぼ
る
」と
い
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道
に
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
、コ
ロ
ナ
禍
が
き
っ
か
け
で
日
本
人
の
健
康
意
識
が

●
や
ま
ざ
き  

ひ
ろ
と
●

１
９
９
４
年
千
葉
県
生
ま
れ
。「
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー

ス
で
日
本
と
世
界
を
繋
ぐ
」を
テ
ー
マ
に
事
業
を

展
開
。海
外
の
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
企
業
の
日
本

誘
致
や
訪
日
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
向
け
メ
デ
ィ
ア
な

ど
の
事
業
を
手
掛
け
る
。台
湾
で『
東
京
食
素
！

美
味
蔬
食
餐
廳
47
選
』『
關
西
食
素
！
美
味
蔬
食

餐
廳
55
選
』な
ど
、東
京
お
よ
び
関
西
の
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
出
版
。

フ
リ
ー
フ
ロ
ム
株
式
会
社 

代
表

山
﨑 

寛
斗



18　AFCフォーラム 2020・10

主張・多論百出

高
ま
り
、ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
等
市
場
に
お
け
る「
日
本
人
需
要
」

が
高
ま
っ
た
の
だ
。ま
た
、19
年
12
月
に
実
施
さ
れ
た「
第
２

回
日
本
の
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
意
識
調
査
」（
注

３
）に
よ
る
と
、週
に
１
回
以
上
、意
識
的
に
動
物
性
食
品
を

減
ら
す
食
生
活
を
送
る「
フ
レ
キ
シ
タ
リ
ア
ン
」が
16
・
８
％

に
の
ぼ
っ
た
。こ
れ
を
日
本
の
総
人
口
に
当
て
は
め
て
み
る

と
、日
本
国
内
の
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
等
市
場
は
２
７
０
０
万
人

規
模
と
推
計
さ
れ
る
。

実
際
に
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
て
み
よ
う
。世
界
的
な

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
検
索

サ
イ
ト「
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
Ｃ
ｏ
ｗ
」で
口
コ
ミ
ラ
ン
キ
ン
グ
世
界

１
位
に
輝
い
た
東
京
・
自
由
が
丘
の
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
レ
ス
ト
ラ

ン「
菜
道
」は
、コ
ロ
ナ
禍
前
は
訪
日
外
国
人
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
た
が
、最
近
で
は
野
菜
不
足
や
コ
ロ
ナ
太
り
を
気
に
す
る

日
本
人
女
性
の
来
店
が
急
増
し
て
い
る
。ま
た
、愛
知
県
名

古
屋
市
に
あ
る
味
噌
煮
込
み
う
ど
ん
の
老
舗「
山
本
屋
大
久

手
店
」の
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
変
化
が

興
味
深
い
。コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ 

Ｅ
ａ
ｔ
ｓ
（
出

前
＆
宅
配
の
総
合
サ
イ
ト
）を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、売
り
上

げ
の
半
分
は
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
対
応
の
メ
ニ

ュ
ー
で
、な
か
で
も
野
菜
天
丼
の
売
り
上
げ
が
群
を
抜
い
て

よ
い
と
の
こ
と
。こ
れ
は
前
述
の
調
査
結
果
に
あ
る
よ
う
な
、

フ
レ
キ
シ
タ
リ
ア
ン
の
増
加
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
ゆ
る
ベ
ジ
」「
隠
れ
ベ
ジ
」「
週

一
ベ
ジ
」と
い
っ
た
フ
レ
キ
シ
タ
リ
ア
ン
の
新
し
い
食
生
活

の
ス
タ
イ
ル
が
一
般
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
が
、ビ
ジ
ネ
ス
的

な
観
点
か
ら
見
て
も
フ
レ
キ
シ
タ
リ
ア
ン
市
場
の
潜
在
的

な
ニ
ー
ズ
を
ど
れ
だ
け
う
ま
く
取
り
込
め
る
か
が
肝
で
あ

り
、今
後
の
外
食
需
要
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
だ

ろ
う
。

　

最
後
に
第
一
次
産
業
と
食
品
加
工
業
に
つ
い
て
触
れ
た

い
。歴
史
を
ひ
も
と
け
ば
、日
本
食
は
精
進
文
化
で
あ
り
、ベ

ジ
タ
リ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
対
応
は
日
本
の
お
家
芸
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。こ
ん
に
ゃ
く
を
活
か
し
た
代
替
肉
、

豆
腐
や
山
芋
を
活
か
し
た
精
進
う
な
ぎ
な
ど
、長
年
受
け
継

が
れ
て
き
た
伝
統
が
、ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
等
市
場
拡
大
の
糸
口

に
な
る
に
違
い
な
い
。 

（
注
１
） 宗
教
、動
物
愛
護
、環
境
保
護
、健
康
志
向
な
ど
、背
景
や
目
的
で
食

事
制
限
の
し
か
た
が
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
る「
ベ
ジ
タ
リ

ア
ン
」に
対
し
、「
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
」は
一
切
の
動
物
性
食
品
を
摂
取
し

な
い
完
全
菜
食
主
義
者
を
指
す
。

（
注
２
） 「
Ｔ
ｈｅ 

Ｂ
ｅｅ
ｔ
」２
０
２
０
年
４
月
27
日
付
の
記
事
よ
り

（
注
３
） 実
施
団
体　

株
式
会
社
フ
レ
ン
バ
シ
ー

い
ま
、ベ
ジ
タ
リ
ア
ン・ヴ
ィ
ー
ガ
ン
市
場
が
熱
い

精
進
文
化
を
活
か
し
て
需
要
を
掘
り
起
こ
す



高
齢
化
や
後
継
者
不
足
か
ら
大
規
模
な
経
営
体
に
集

積
が
進
む
畜
産
業
。北
海
道
の
大
自
然
で
動
物
た
ち

と
交
流
す
る
畑
正
憲
の「
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
王
国
」に
憧
れ

を
い
だ
い
て
、母
は
牛
飼
い
に
な
り
、そ
の
母
の
後
ろ

を
娘
二
人
が
追
い
か
け
る
。

単
身
、現
金
持
参
で
牛
を
購
入

行
動
的
な
母
の
背
中
を
見
て

二
人
の
姉
妹
も
、同
じ
道
へ

祖
父
母
と
両
親
と
姉
妹
の

に
ぎ
や
か
な
家
族
農
業

鈴
木 

佐
江
子
さ
ん

　
　 

希
巳
江
さ
ん

	

静
岡
県
森
町

 

森
静
畜
産
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３
世
代
の
家
族
農
業
を
営
む

　

森
町
は
、三
方
を
小
高
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
町

で
、清
冽
な
太
田
川
が
町
を
貫
く
よ
う
に
走
る

山
紫
水
明
の
地
。豊
か
な
自
然
に
包
ま
れ
た
地
で
、

４
０
０
頭
の
肉
牛
を
育
て
て
い
る
森も

り

静せ
い

畜
産
は
、鈴

木
直
希
・
留
美
夫
妻（
と
も
に
50
歳
）と
２
人
の
娘
、

留
美
さ
ん
の
両
親
の
一
家
６
人
の
家
族
経
営
だ
。

　

肥
育
す
る
牛
は
、ホ
ル
ス
タ
イ
ン（
乳
用
種
）の
メ

ス
牛
に
、肉
用
和
種
の
オ
ス
牛
を
か
け
合
わ
せ
た
交

雑
種
で
、Ｆ
１
と
呼
ば
れ
る
肉
用
牛
だ
。こ
の
牛
肉

に「
森も

り
の
姫ひ

め

牛う
し

」と
ブ
ラ
ン
ド
名
が
付
け
ら
れ
た
の

は
３
年
前
。そ
の
味
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理
人
の
間

で
一
目
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、森
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
品
目
に
も
選
ば
れ
た
。

　

き
っ
か
け
は
、２
０
１
７
年
に
第
６
回
全
国
肉
牛

事
業
協
同
組
合
枝
肉
共
励
会（
交
雑
種
）で
、一
日

当
た
り
の
収
益
単
価
が
最
も
高
い
牛
を
選
ぶ
経
済

肥
育
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
だ
っ
た
。「
食
肉
メ
ー
カ

ー
の
担
当
者
が
食
べ
て
、『
う
ま
い
。知
ら
ず
に
食
べ

て
も
鈴
木
さ
ん
の
肉
だ
と
わ
か
る
』と
言
っ
て
く
れ

た
ん
で
す
」と
妻
の
留
美
さ
ん
。

　

プ
ロ
達
か
ら
太
鼓
判
を
も
ら
っ
た
肉
は
、メ
ス
限

定
で
飼
料
米
に
よ
る
早
期
育
成
が
特
徴
。通
常
、Ｆ

１
の
牛
肉
は
、27
カ
月
ほ
ど
か
け
て
肥
育
。た
っ
ぷ

り
脂
が
乗
っ
て
、霜
降
り
の
サ
シ
が
入
っ
た
と
こ
ろ

で
出
荷
さ
れ
る
。

　

鈴
木
さ
ん
の
姫
牛
は
、21
～
22
カ
月
の
早
期
肥

育
出
荷
だ
。サ
シ
は
、肥
育
の
最
後
に
入
る
の
で
、体

躯
が
小
柄
な
姫
牛
に
は
入
ら
な
い
。と
こ
ろ
が
、「
サ

シ
は
見
え
な
い
が
、切
る
と
手
が
ベ
タ
ベ
タ
に
な
る

ほ
ど
脂
が
の
っ
て
い
る
」と
、ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
を
つ

く
る
シ
ェ
フ
が
絶
賛
し
て
く
れ
た
。脂
の
融
点
温
度

が
低
い
の
で
、口
に
入
れ
れ
ば
と
ろ
っ
と
う
ま
み
と

甘
み
が
広
が
っ
て
い
く
。

大
金
持
っ
て
牛
を
買
い
に

　

森
静
畜
産
の
ス
タ
ー
ト
は
、な
ん
と
留
美
さ
ん
の

高
校
２
年
生
の
と
き
と
い
う
か
ら
驚
く
。両
親
に

融
通
し
て
も
ら
っ
た
７
５
０
万
円
の
大
金
を
リ
ュ

ッ
ク
サ
ッ
ク
に
詰
め
て
、牛
を
30
頭
購
入
し
た
い
と

山
形
県
ま
で
行
っ
た
の
だ
。

　

世
は
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
が
ブ
ー
ム
で「
人
と
違
う
こ
と

に
憧
れ
」農
業
高
校
に
進
学
し
た
。牛
の
飼
育
は
未

経
験
だ
っ
た
が
、牛
舎
を
設
け
、夢
だ
っ
た
子
牛
の

育
成
に
没
頭
し
た
。桁
外
れ
の
行
動
力
だ
。

　

21
歳
で
直
希
さ
ん
と
結
婚
し
た
。ラ
ッ
キ
ー
な
こ

と
に
、彼
は
肉
牛
農
家
の
長
男
だ
っ
た
が
鈴
木
家
に

入
籍
し
て
く
れ
た
。直
希
さ
ん
の
尽
力
で
、30
頭
が

１
２
０
頭
に
、今
か
ら
10
年
前
に
は
２
０
０
頭
ま
で

増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

肥
育
法
を
変
え
て
増
頭
し
た
い
と
悩
ん
で
い
た

直
希
さ
ん
に
、「
自
分
も
就
農
す
る
か
ら
増
や
そ
う
」

と
声
を
掛
け
た
の
は
、長
女
の
佐さ

江え

子こ

さ
ん（
24
歳
）

だ
。そ
の
一
言
に
力
を
得
て
、６
年
前
、新
し
い
牛
舎

を
建
て
４
０
０
頭
の
短
期
肥
育
に
踏
み
切
っ
た
。

　

佐
江
子
さ
ん
は
、静
岡
県
立
農
林
大
学
校
畜
産

科
へ
進
学
。２
年
間
学
ん
で
家
業
に
入
っ
た
。「
自
分

が
入
っ
て
、み
ん
な
が
助
か
る
と
い
い
な
、と
い
う

気
持
で
し
た
」と
さ
ら
り
と
言
う
。就
農
し
て
半
年

目
、意
を
決
し
て
父
に
切
り
出
し
た
。「
な
に
か
責

任
あ
る
仕
事
を
受
け
持
ち
た
い
」と
。父
か
ら
子
牛
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の
世
話
を
一
任
さ
れ
た
。子
牛
は
生
後
２
カ
月
で
購

入
、75
㌔
グ
ラ
ム
ほ
ど
あ
る
体
重
を
１
年
か
け
て

３
０
０
㌔
グ
ラ
ム
に
育
成
。肥
育
牛
舎
へ
移
し
て
、

出
荷
ま
で
に
８
０
０
㌔
に
太
ら
せ
て
い
く
。

　

育
成
中
の
子
牛
た
ち
２
０
０
頭
が
佐
江
子
さ
ん

に
委
ね
ら
れ
た
。や
る
気
満
々
で
祖
父
の
静し

ず

馬ま

さ
ん

（
81
歳
）か
ら
引
き
継
い
だ
が
、い
ざ
と
な
る
と
わ
か

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
だ
っ
た
。「
や
る
し
か
な
い
と
、

責
任
感
が
ぐ
っ
と
芽
生
え
ま
し
た
。父
や
祖
父
に

聞
き
な
が
ら
、が
む
し
ゃ
ら
で
し
た
」

　

生
後
間
も
な
い
子
牛
に
は
、栄
養
と
感
染
予
防

の
た
め
に
、ま
ず
補
液
を
哺
乳
瓶
で
与
え
る
。「
こ
こ

に
あ
り
ま
す
よ
、っ
て
指
を
吸
わ
せ
な
が
ら
教
え
て

や
る
ん
で
す
」

　

補
液
か
ら
栄
養
価
が
高
く
て
硬
め
の
も
の
へ
と

餌
を
だ
ん
だ
ん
切
り
替
え
て
い
く
。日
々
、牛
の
状

態
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
な
が
ら
慣
れ
さ
せ
て
い
く
。

生
来
弱
い
体
質
の
子
も
い
る
し
、温
度
の
変
化
や
お

腹
の
調
子
も
敏
感
。様
子
が
お
か
し
い
と
思
え
ば
、

手
早
く
熱
を
測
っ
た
り
薬
を
与
え
た
り
し
な
い
と

事
故
に
つ
な
が
る
。細
心
の
心
配
り
を
し
な
が
ら
、

子
牛
た
ち
の
面
倒
を
見
て
い
る
。

　
「
以
前
は
２
０
０
頭
の
う
ち
７
～
８
頭
死
な
せ
て

し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
る
け
ど
、娘
が
面
倒
を
見
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、ゼ
ロ
に
な
っ
た
。凄
い
こ
と
な

ん
で
す
」と
直
希
さ
ん
も
舌
を
巻
く
。

　

商
業
高
校
を
出
た
妹
の
希き

巳み

江え

さ
ん（
21
歳
）は
、

学
校
で
習
っ
た
こ
と
を
活
か
し
、少
し
ず
つ
経
理
の

手
伝
い
を
し
て
い
る
。

　

農
林
大
学
校
を
卒
業
し
、２
年
前
に
就
農
し
た
。

「『
参
考
に
し
て
』と
姉
が
ノ
ー
ト
を
手
渡
し
て
く

れ
た
ん
で
す
。姉
が
仕
事
を
覚
え
た
メ
モ
が
ぎ
っ
し

り
。そ
れ
を
見
て
感
激
し
ま
し
た
」

　

ノ
ー
ト
に
は
、父
や
祖
父
に
教
わ
っ
た
こ
と
、病

気
の
子
牛
や
風
邪
を
引
い
た
と
き
の
手
当
て
や
、佐

江
子
さ
ん
の
工
夫
な
ど
が
、細
大
も
ら
さ
ず
記
し

て
あ
っ
た
。貴
重
な
手
引
き
書
で
あ
る
。

深
い
愛
情
と
細
や
か
な
気
配
り

　

飼
料
米
を
導
入
し
た
肥
育
の
要
は
、餌
や
り
だ
。

牛
舎
を
大
き
く
し
た
際
に
、餌
が
自
動
で
流
れ
る

自
動
給
餌
器
を
導
入
し
た
が
、森
静
畜
産
で
は
餌

に
も
う
一
手
間
か
け
る
。よ
り
良
質
な
肉
質
に
す
る

た
め
の
餌
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。給
餌
器
の
配
合
飼

料
に
飼
料
米
や
ふ
す
ま
、大
豆
カ
ス
、ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
を
混
ぜ
て
や
る
の
だ
。

　

お
米
は
お
い
し
い
の
で
牛
も
大
好
き
。「
混
ぜ
ご

飯
に
し
て
あ
げ
な
い
と
お
米
ば
か
り
食
べ
て
お
腹

の
調
子
が
悪
く
な
る
ん
で
す
」と
佐
江
子
さ
ん
。「
ふ

り
か
け
だ
よ
。お
い
し
い
か
ら
食
べ
て
」と
言
い
な

が
ら
、大
き
な
ス
コ
ッ
プ
で
混
ぜ
て
回
る
。い
い
フ

ン
が
出
る
こ
と
も
必
須
だ
か
ら
、草
や
藁
も
欠
か
せ

な
い
し
、日
に
５
回
、牛
舎
の
34
部
屋
を
回
る
の
は

「
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
、大
変
。最
初
は
筋
肉
痛
に
な
り
ま

し
た（
笑
）」。フ
ン
を
出
す
作
業
も
あ
る
。「
ウ
ン
コ

っ
て
、結
構
重
い
ん
で
す（
笑
）」定
期
的
に
木
く
ず

を
敷
き
か
え
て
き
れ
い
な
牛
舎
に
し
て
や
る
が
、子

牛
は
、と
く
に
病
気
に
か
か
り
や
す
い
か
ら
手
間

を
惜
し
ま
な
い
。「
赤
ち
ゃ
ん
の
お
む
つ
を
替
え
る

よ
う
な
も
の
で
す
ね
」

　

そ
ん
な
牛
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
だ
。「
い
じ

め
っ
子
も
い
れ
ば
、ウ
オ
ー
ン
っ
て
す
り
寄
る
め
っ

ち
ゃ
人
懐
こ
い
の
も
お
調
子
者
も
い
る
。一
頭
一
頭
、

み
ん
な
性
格
が
違
う
ん
で
す
」

　

牛
へ
の
愛
情
が
に
じ
む
言
葉
を
聞
い
て
、「
出
荷

の
と
き
は
寂
し
い
で
し
ょ
う
？
」と
尋
ね
る
と
、「
こ

の
子
た
ち
の
使
命
は
、お
い
し
い
お
肉
だ
ね
、と
言

わ
れ
る
こ
と
。立
派
に
育
っ
た
ね
、と
送
り
出
せ
る

よ
う
お
世
話
を
し
ま
す
」と
、二
人
が
口
々
に
語
る
。

　

短
期
肥
育
に
切
り
替
え
て
わ
ず
か
２
年
で
経
済

肥
育
賞
を
受
賞
し
た
。飼
料
米
は
、地
元
と
自
家
生

産
の
も
の
と
。鶏
や
豚
と
違
っ
て
、飼
料
米
に
よ
る

牛
の
肥
育
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、家
族
が
一

丸
と
な
っ
て
工
夫
を
重
ね
、牛
一
頭
一
頭
に
心
を
通

わ
せ
育
て
て
い
る
証
に
ほ
か
な
ら
な
い
。�

�

（
片
柳�

草
生
／
文
　
河
野�

千
年
／
撮
影
）
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夏
の
夕
方
に
、ふ
と
思
い
出
す
記
憶
が
あ
る
。そ
の
頃
、私
は
父
の
転
勤
で

シ
カ
ゴ
の
郊
外
に
住
ん
で
い
た
。ま
だ
明
る
い
時
間
か
ら
父
は
グ
リ
ル
の
前

で
炭
の
火
を
起
こ
し
、そ
の
匂
い
が
開
け
っ
放
し
の
窓
か
ら
漂
う
。キ
ッ
チ
ン

で
は
母
が
、ゆ
で
た
て
の
青
々
し
い
枝
豆
や
ス
ラ
イ
ス
し
た
真
っ
赤
に
熟
れ

た
ト
マ
ト
に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、ポ
ン
酢
、た
っ
ぷ
り
の
か
つ
お
ぶ
し
を
ま
ぶ
し
た

サ
ラ
ダ
や
、大
葉
、さ
さ
み
、梅
肉
を
巻
い
て
カ
リ
カ
リ
に
揚
げ
る
春
巻
き
を

作
る
。ア
メ
リ
カ
な
の
に
サ
イ
ド
は
父
好
み
の
完
璧
な
和
風
。

　

リ
タ
イ
ヤ
す
る
ま
で
キ
ッ
チ
ン
に
立
つ
こ
と
の
な
か
っ
た
父
が
、「
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
は
、皮
を
一
枚
だ
け
残
し
て
し
ば
ら
く
大
き
な
ボ
ウ
ル
で
水
に
漬
け

る
。そ
の
ま
ま
ホ
イ
ル
に
巻
い
て
焼
く
と
、ふ
っ
く
ら
蒸
し
焼
き
に
な
る
ん

だ
」と
、Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
と
き
だ
け
は
近
所
の
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
教
わ
っ
た
焼
き
方

を
得
意
そ
う
に
披
露
す
る
。か
ぶ
り
つ
く
と
プ
チ
プ
チ
の
食
感
と
甘
さ
が
広

が
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
。そ
ん
な
Ｂ
Ｂ
Ｑ
が
夏
の
日
常
だ
っ
た
。

　

結
婚
し
て
子
ど
も
が
で
き
た
今
、毎
夏
、私
た
ち
は
長
野
県
の
森
の
家
で
し

ば
ら
く
過
ご
す
。ヒ
グ
ラ
シ
の
声
が
聞
こ
え
る
時
間
帯
に
な
る
と
、夫
と
小
学

生
の
息
子
た
ち
が
火
を
点
け
Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
準
備
を
始
め
る
。子
ど
も
た
ち
が
農

園
か
ら
収
穫
し
て
き
た
野
菜
で
、私
は
サ
ラ
ダ
を
つ
く
る
。ジ
ャ
ッ
ク
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン
の
ユ
ル
い
音
楽
が
ぴ
っ
た
り
と
合
う
、お
気
に
入
り
の
時
間
だ
。ま
だ

冷
た
い
油
の
中
に
、カ
ッ
ト
し
て
強
力
粉
を
ま
ぶ
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、ニ
ン
ニ

ク
丸
ご
と
、そ
し
て
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
と
タ
イ
ム
も
そ
の
ま
ま
入
れ
、低
温
で
じ

っ
く
り
と
揚
げ
る
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
。お
酢
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
て
冷
蔵
庫
で
冷

や
し
た
キ
ノ
コ
マ
リ
ネ
。旬
の
甘
い
桃
と
ブ
ッ
ラ
ー
タ
チ
ー
ズ
に
カ
プ
レ
ー

ゼ
。採
っ
て
き
た
夏
野
菜
を
全
部
入
れ
て
煮
込
む
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ
。た
ま
に
両

親
が
く
る
と
、ま
た
内
田
家
の
と
は
一
味
違
う
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
楽
し
ん
で
く
れ
る
。

　

息
子
た
ち
が
将
来
新
し
い
家
庭
を
も
っ
た
と
き
は
、ど
ん
な
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
つ

く
り
上
げ
て
い
く
の
か
な
。そ
の
と
き
に
、今
の
夏
の
情
景
を
ち
ら
り
と
で
も

思
い
出
し
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
。

うちだ きょうこ
1976年ドイツ生まれ。99年慶應義塾大学卒業後フジテ
レビ入社。2006年退社後はフリーアナウンサーとして
活躍。「名医に聞きたい!～ヘルシーライフのすすめ～」

（BS朝日）ナビゲーターなど。明るく親しみやすいキャ
ラクターで幅広い世代に支持されている。

フリーアナウンサー

内田 恭子

夏の思い出
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２
０
１
６
年
９
月
号
の
本
欄
で
、「
温
暖
化
の
利

点
を
享
受
す
る
」と
し
て
、果
樹
生
産
に
と
っ

て
脅
威
と
な
っ
て
い
る
地
球
温
暖
化
が
農
業
に
及
ぼ

す
影
響
の
利
用
、と
く
に
亜
熱
帯
果
樹
生
産
の
将
来

性
に
つ
い
て
述
べ
た
。そ
れ
か
ら
４
年
、こ
の
春
、閣

議
決
定
さ
れ
た
新
し
い「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
」に
お
い
て
も「
こ
れ
ま
で
輸
入
に
依
存
し
て
い
た

亜
熱
帯
・
熱
帯
果
樹
等
の
新
規
導
入
や
転
換
な
ど
気

候
変
動
が
も
た
ら
す
機
会
の
活
用
を
推
進
す
る
」と

さ
れ
、亜
熱
帯
果
樹
へ
の
期
待
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

　

亜
熱
帯
果
樹
の
明
確
な
定
義
は

な
い
が
、日
本
で
主
要
な
常
緑
果

樹（
ミ
カ
ン
、ビ
ワ
な
ど
）よ
り
も

高
温
を
好
む
果
樹
の
う
ち
、熱
帯

果
樹（
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、マ
ン
ゴ
ー

な
ど
）よ
り
涼
し
い
地
域
で
も
栽

培
可
能
な
も
の
が
該
当
す
る
。具

体
的
に
は
、亜
熱
帯
性
の
か
ん
き

つ
類（
オ
レ
ン
ジ
類
、タ
ン
カ
ン
、

フ
ィ
ン
ガ
ー
ラ
イ
ム
な
ど
）、ア
ボ

カ
ド
、パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
、ラ

イ
チ
、ア
テ
モ
ヤ
な
ど
が
あ
る
。

現
状
で
は
、九
州
南
部
の
沿
岸
部
や
、奄
美
大
島
、

沖
縄
本
島
な
ど
の
南
西
諸
島
、あ
る
い
は
伊

豆
・
小
笠
原
諸
島
が
主
要
な
適
地
と
な
っ
て
お
り
、こ

れ
ら
の
地
域
で
は
露
地
も
し
く
は
雨
よ
け
施
設
な
ど

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。今
後
の
温
暖
化
の
進
行
に
よ
り
、

現
在
は
島
し
ょ
部
中
心
の
栽
培
適
地
が
、九
州
・
四

国
・
本
州
の
か
ん
き
つ
栽
培
地
帯
に
拡
大
す
る
こ
と
で
、

適
地
の
面
積
は
一
気
に
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

し
か
し
適
地
に
な
っ
て
も
簡
単
に
は
栽
培
で
き
な

い
の
が
果
樹
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。現
在
の
産

地
や
海
外
の
栽
培
技
術
が
、そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る

と
は
限
ら
な
い
た
め
、新
た
に
栽
植
す
る
地
域
に
適

し
た
栽
培
体
系
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、亜
熱
帯
果
樹
生
産
の
普
及
に
向
け
た
、わ

が
国
初
の
全
国
的
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る

「
ア
ボ
カ
ド
、パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
亜
熱
帯
果

樹
に
お
け
る
国
産
化
可
能
性
の
分
析
と
栽
培
技
術
の

開
発
」が
、２
０
１
８
年
度
ま
で

の
３
年
間
実
施
さ
れ
た
。こ
れ
は
、

農
研
機
構
、国
際
農
林
水
産
業
研

究
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
）、

京
都
大
学
、鹿
児
島
大
学
、鹿
児

島
県
、三
重
県
、岐
阜
県
、東
京
都
、

千
葉
県
が
協
力
し
て
、栽
培
試
験

を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ア
ボ
カ
ド
生
産
量
は
17
年
度

産
の
統
計
で
国
産
９
㌧
で
あ
る

の
に
対
し
輸
入
量
は
７
万
㌧
を

超
え
、国
産
化
を
進
め
る
イ
ン
パ

ク
ト
が
大
き
い
。ま
た
、パ
ッ
シ

ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
は
毎
年
苗
木
か
ら
育
て
て
果
実
を
得

ら
れ
る
た
め
、亜
熱
帯
果
樹
で
あ
り
な
が
ら
、越
冬
中

の
寒
害
を
避
け
や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
。プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、得
ら
れ
た
知
見
を「
栽
培
の
手
引

き
」に
取
り
ま
と
め
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
も
公
表
し

て
い
る
。亜
熱
帯
果
樹
に
関
す
る
栽
培
技
術
の
研
究

開
発
は
発
展
途
上
で
あ
り
、技
術
的
に
十
分
確
立
し

た
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、今
後
の
生
産
拡
大
を
め

ざ
し
研
究
を
広
げ
て
い
き
た
い
。 

すぎうら としひこ
1963年愛知県生まれ。87年京都大学農学部卒業
後、農林水産省果樹試験場で果樹と気象の関係に
ついて研究を開始する。現在は主に温暖化に伴う
果樹について研究。著書に『温暖化が進むと「農業」

「食料」はどうなるのか？』（技術評論社）。博士（農
学）。専門は農業気象学。

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構
果樹茶業研究部門 生産・流通研究領域 園地環境ユニット長

杉浦	俊彦

温暖化がもたらす新たな機会

連載 第221回

●「栽培の手引き」のダウンロードはこちらから
https://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/
pamphlet/tech-pamph/130811.html

栽培研究の進む国産ライ
チ。現在、国内流通量はわ
ずか１％

沖縄県、鹿児島県の他、三
重県など、本州にも産地が
拡大するアテモヤ



人
も
カ
エ
ル
も
虫
も
、み
ん
な
村
民

　
「
お
じ
ち
ゃ
ん
、見
て
見
て
。で
っ
か
い
ト
ノ
サ
マ
ガ

エ
ル
つ
か
ま
え
た
よ
」私
の
姿
を
見
つ
け
た
村
の
子

4

4

4

が
、

駆
け
寄
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　

自
然
体
験
村「
ケ
ロ
ン
の
小
さ
な
村
」が
開
村
す
る

土
・
日
、村
中

4

4

に
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
声
が
響

き
渡
り
ま
す
。い
い
え
、子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。お
と
な
た
ち
も
楽
し
そ
う
。訪
れ
て
く
れ
た

皆
さ
ん
が
村
を
満
喫
し
て
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
る
の
が

私
た
ち
夫
婦
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

こ
こ
は
、奥
能
登
の
山
間
部
に
あ
る
小
さ
な
谷
。ケ
ロ

ン
の
小
さ
な
村
と
は
、私
た
ち
夫
婦
が
手
づ
く
り
し
た

里
山
体
験
施
設
の
こ
と
で
す
。そ
し
て「
ケ
ロ
ン
」と
は

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
カ
エ
ル
の
名
。こ
の
村
は

人
も
カ
エ
ル
も
ト
ン
ボ
も
、み
ん
な
村
民
な
ん
で
す
よ
。

　

以
前
、ケ
ロ
ン
の
小
さ
な
村
の
あ
る
こ
の
谷
は
、耕
作

放
棄
さ
れ
荒
れ
果
て
て
い
た
田
ん
ぼ
で
し
た
。そ
こ
で

私
た
ち
は
、木
を
切
り
、水
路
を
掘
り
、道
を
造
り
、建

物
を
建
て
ま
し
た
。き
れ
い
に
な
っ
た
農
地
に
は
、稲

を
植
え
、野
菜
の
種
を
ま
き
、花
を
植
え
、整
備
し
て
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
、ケ
ロ
ン
の
小
さ
な
村
を
運
営
す
る
こ

と
で
、里
山
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

パ
ン
工
房
で
は
、大
型
石
窯「
ヘ
ラ
ク
レ
ス
」に
火
を

入
れ
、来
訪
者
に
販
売
す
る
玄
米
パ
ン
や
米
粉
の
ピ
ザ

を
焼
き
ま
す
。ケ
ロ
ン
の
小
さ
な
村
で
収
穫
し
た
お
米

や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、カ
ボ
チ
ャ
、ト
マ
ト
、ピ
ー
マ
ン
、ニ

ン
ニ
ク
な
ど
は
、パ
ン
や
ピ
ザ
の
材
料
で
す
。子
ど
も
た

ち
の
ピ
ザ
体
験
も
人
気
で
す
。子
ど
も
た
ち
は
、赤
い
炎

の
な
か
目
の
前
で
焼
き
上
が
る
自
分
の
ピ
ザ
に
興
奮
気

味
で
、お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
自
慢
し
な
が
ら
食
べ

る
そ
の
姿
は
笑
顔
い
っ
ぱ
い
、微
笑
ま
し
い
光
景
で
す
。

　

ま
た
田
ん
ぼ
や
畑
、森
や
川
を
子
ど
も
た
ち
の
環
境

学
習
や
自
然
体
験
の
場
に
つ
く
り
変
え
、子
ど
も
工
作

室
、森
の
学
校
を
開
い
て
い
ま
す
。森
の
学
校
で
は
、ケ

ロ
ン
村
裏
手
に
あ
る
森（
通
称
、ケ
ロ
ン
の
森
）で
、思

い
切
り
遊
び
学
ん
で
も
ら
い
ま
す
。植
物
や
生
き
も
の

を
見
つ
け
、森
の
豊
か
さ
を
知
る
体
験
も
し
ま
す
。樹

齢
１
０
０
年
以
上
の
ト
ガ
の
大
木
を
中
心
に
手
づ
く
り

し
た
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス「
と
が
の
き
ハ
ウ
ス
」が
森
の
学

校
の
中
心
施
設
で
す
。さ
ら
に
は
、里
山
絵
本『
と
が
の

き
山
の
ゆ
か
い
な
学
校
』の
出
版
な
ど
に
も
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。絵
本
は
、主
人
公
の
カ
エ
ル
と
、ミ
ミ
ズ

や
ネ
ズ
ミ
な
ど
が
力
を
合
わ
せ
て
楽
し
く
美
し
い
里
山

を
つ
く
っ
て
い
く
お
話
し
で
す
。

　

楽
し
み
な
が
ら
、と
き
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、ケ
ロ

ン
の
小
さ
な
村
づ
く
り
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。そ
し

て
着
手
か
ら
十
余
年
、い
ま
で
は
保
育
園
児
の
遠
足
や

小
学
校
の
自
然
学
習
、高
校
生
の
農
林
業
実
習
な
ど
に

も
利
用
さ
れ
、県
内
外
か
ら
年
間
５
０
０
０
人
を
越
え

る
に
ぎ
わ
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ケ
ロ
ン
の
小
さ
な
村
に
流
れ
る
空
気
は
ゆ
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。イ
ジ
メ
や
家
族
で
悩
む
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
心
の
癒
や
し
、な
ご
み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

土
日
ご
と
に
ケ
ロ
ン
の
小
さ
な
村
に
通
い
な
が
ら
再
び

元
気
に
学
校
に
行
き
だ
し
た
子
ど
も
た
ち
も
多
く
見
て

小
さ
な
村
に
大
き
な
夢
を
実
現
す
る

夫
婦
が
手
づ
く
り
の
里
山
体
験
施
設

石
川
県
能
登
町

ケ
ロ
ン
の
小
さ
な
村 

村
長

上じ
ょ
う

乘の
り 

秀
雄

2020・10 AFCフォーラム　27

連
載
　
地
域
再
生
へ
の
助
走

ま
ち
づ
く
り
　む

らづ
くり　まちづくり　

む
ら
づ
く
りドットコム

ま
ちづくり　むらづく

り



まちづくり むらづくり

き
ま
し
た
。

メ
ル
デ
ィ
ン
ゲ
ン
村
を
夢
見
て

　

ケ
ロ
ン
の
小
さ
な
村
は
、２
０
０
９
年
３
月
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。能
登
半
島
の
先
端
、能
登
町
の
県
道
沿

い
に「
ケ
ロ
ン
」の
看
板
を
立
て
ま
し
た
。構
想
か
ら
２

年
目
、田
ん
ぼ
に
は
稲
穂
が
ゆ
れ
、カ
エ
ル
が
遊
び
、子

ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
き
、お
と
な
た
ち
は
ゆ
っ
た
り

と
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
、そ
ん
な
光
景
を
夢
見
て
心
高

ま
る
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

奥
能
登
の
農
業
は
い
ま
、高
齢
化
や
耕
作
放
棄
地
の

増
加
な
ど
、多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

私
は
定
年
を
機
に
、地
元
地
域
内
の
耕
作
放
棄
地
約

１
０
０
０
坪
を
取
得
し
、農
業
と
ガ
ー
デ
ン
の
融
合
に

よ
る「
三
者
健
康
農
業
の
実
践
」と「
小
規
模
農
家
の
自

立
策
の
模
索
」の
二
つ
を
柱
に
立
て
、荒
れ
た
里
山
を

再
生
し
て
ケ
ロ
ン
の
小
さ
な
村
を
つ
く
る
こ
と
を
決
心

し
ま
し
た
。

　

１
９
９
９
年
の
秋
、当
時
、石
川
県
教
育
委
員
会
に
勤

務
し
て
い
た
私
は
、ド
イ
ツ
の
環
境
都
市
フ
ラ
イ
ブ
ル

グ
近
郊
の
メ
ル
デ
ィ
ン
ゲ
ン
村
を
視
察
し
ま
し
た
。そ

こ
で
は
小
学
生
た
ち
と
先
生
が
一
緒
に
な
っ
て
、川
岸

に
雑
木
を
植
え
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
に
頼
ら
な
い
小

川
づ
く
り
を
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、お
弁
当
の
残
飯

や
教
室
の
ゴ
ミ
を
ミ
ミ
ズ
の「
カ
ー
ロ
」に
与
え
、カ
ー

ロ
が
食
べ
た
物
は
餌
、残
し
た
も
の
は
ゴ
ミ
な
ど
と
体

験
的
な
学
習
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

学
校
だ
け
で
な
く
地
域
の
ゴ
ミ
の
量
を
も
劇
的
に
減

少
さ
せ
た
実
態
に
感
動
し
ま
し
た
。小
さ
な
取
り
組
み

で
も
、長
く
続
け
れ
ば
大
き
な
社
会
貢
献
に
な
る
こ
と

を
目
の
あ
た
り
に
し
、い
つ
か
は
自
分
も
日
本
で
メ
ル

デ
ィ
ン
ゲ
ン
村
を
…
…
、そ
ん
な
想
い
を
強
く
し
て
帰

国
し
ま
し
た
。と
は
い
う
も
の
、現
役
時
代
は
仕
事
に
追

わ
れ
、定
年
後
も
私
学
の
講
師
を
依
頼
さ
れ
、日
々
の
授

業
や
学
生
募
集
な
ど
、忙
し
さ
が
続
き
ま
し
た
。そ
ん
な

な
か
で
次
第
に
自
分
の
生
き
方
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
、

悶
々
と
す
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。自
分
の
努
力
と
責

任
で
将
来
を
切
り
拓
く
―
―
。そ
ん
な
生
き
方
を
し
た

い
、と
考
え
ま
し
た
。

　

07
年
２
月
、降
り
し
き
る
雪
を
窓
越
し
に
眺
め
な
が

ら
、お
前
は
何
が
で
き
る
の
か
、何
を
し
た
い
の
か
、そ

ん
な
自
問
自
答
を
ノ
ー
ト
に
書
き
出
す
こ
と
に
し
た
の

で
す
。ノ
ー
ト
に
自
分
を
さ
ら
け
出
し
て
い
る
う
ち
に
、

新
た
な
光
と
し
て
見
え
て
き
た
の
は
、あ
の
メ
ル
デ
ィ

ン
ゲ
ン
村
で
し
た
。

上乘 秀雄　じょうのり ひでお ケロンの小さな村
1944年石川県生まれ。大阪教
育大学卒業後、石川県高校教
諭、県教育委員会事務局教職員
課長、県教育次長、県立高校長
などを務めた。定年退職後、妻・
純子とともに耕作放棄地を再
開発して、2009年3月に子ど
もたちの自然体験村「ケロンの
小さな村」を開村。19年、「内閣
府・農林水産省の第六回ディ
スカバー農山漁村（むら）の宝」
に選定され初代の個人賞を受
賞した。

奥能登の耕作放棄地を再開発
して開村した手づくりの自然
体験村。水田や野菜畑、ピザや
パンを焼く石窯、子ども工作室
や森の学校、ビオトープや川遊
び場などを併設している。野外
レストランで食事を楽しんだり、
農業体験やピザづくり、木工作
体験や川や森の生きもの調べ、
手づくり遊具やブランコなど自
由闊

かっ

達
たつ

に遊べる、年間5,000人
以上が訪れる奥能登の人気ス
ポットになっている。

上：筆者の上乘さんと妻の純子さん。二人三脚でケロンの小さな村をつくってきた
下：なかにも入れる水車小屋（左）、ケロン村はまさに里山の手づくりテーマパーク
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まちづくり むらづくり

　

子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
を
鍛
え
る
自
然
活
動
、子
ど

も
自
ら
が
考
え
行
動
で
き
る
生
き
る
力
、豊
か
な
森
と

美
し
い
田
園
。そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
に
突
き
動
か
さ
れ
、思

い
つ
く
ま
ま
の
夢
を
ノ
ー
ト
に
埋
め
て
い
き
ま
し
た
。

新
規
参
入
者
に
は
厳
し
い
農
地
法

　

膨
ら
む
夢
は
ノ
ー
ト
一
杯
に
な
り
、雪
解
け
の
３
月

初
め
に
は
、今
後
10
年
間
の「
ケ
ロ
ン
の
小
さ
な
村
整

備
基
本
計
画
」を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

土
地
の
条
件
は
、道
路
・
電
気
・
眺
望
・
耕
作
放
棄
地

の
四
つ
で
す
。幸
い
当
時
、教
え
子
が
能
登
町
農
林
課

に
勤
務
し
て
い
た
の
で
、私
の
計
画
を
示
す
と
２
、３
日

後
に
は
５
～
６
カ
所
を
候
補
地
と
し
て
示
し
て
く
れ
ま

し
た
。早
速
、土
日
ご
と
に
彼
と
一
緒
に
現
地
調
査
で
す
。

道
路
は
あ
る
が
電
気
が
遠
い
、道
も
電
気
も
あ
る
が
眺

望
が
い
ま
い
ち
な
ど
、簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。諦
め

か
け
た
そ
ん
な
と
き
、道
は
狭
い
が
、深
い
谷
の
奥
に

杉
の
大
木
が
３
本
そ
び
え
る
荒
れ
地
が
妙
に
私
の
心
を

強
く
引
き
つ
け
ま
し
た
。

　
「
お
前
を
待
っ
て
い
る
！
」谷
の
奥
か
ら
声
が
聞
こ

え
た
よ
う
に
も
思
い
ま
し
た
。そ
の
後
も
訪
れ
る
度
に
、

「
こ
こ
ぞ
私
の
メ
ル
デ
ィ
ン
ゲ
ン
村
だ
！
」と
確
信
し
ま

し
た
。ケ
ロ
ン
の
小
さ
な
村
の
地
と
の
出
合
い
で
し
た
。

　

土
地
を
選
定
し
て
い
よ
い
よ
地
権
者
と
の
売
買
交
渉

で
す
。地
権
者
は
５
人
、耕
作
放
棄
地
と
は
い
え
、先
祖

伝
来
の
農
地
を
手
放
す
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ
り
、な
か

な
か
進
み
ま
せ
ん
。基
本
計
画
を
丁
寧
に
説
明
し
、お
お

む
ね
地
権
者
の
合
意
を
得
た
の
は
夏
も
過
ぎ
た
９
月
ご

ろ
で
し
た
。し
か
し
、そ
れ
か
ら
が
も
っ
と
大
変
で
し
た
。

農
地
は
法
律
で
か
た
く
守
ら
れ
て
い
て
、た
と
え
当
事

者
が
合
意
し
て
も
、農
業
委
員
会
の
売
買
承
認
証
が
な

い
と
登
記
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
が
す
こ
ぶ
る
難
関
で
、あ
ま
り
合
理
的
と
は
思

え
な
い
農
業
委
員
会
の
定
め
る
基
準
を
ク
リ
ア
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。農
地
法
は
既
存
農
家
の
保
護

が
目
的
の
よ
う
な
の
で
新
規
参
入
者
の
農
地
取
得
に
は

ず
い
ぶ
ん
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
す
。困
り
ま
し
た
。と

き
に
は
喧
嘩
腰
に
な
り
な
が
ら
も
説
得
し
ま
し
た
。

　

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、売
買
契
約
に
入
っ
た
の
は
年

明
け
の
２
０
０
８
年
１
月
に
な
っ
て
か
ら
、２
月
に
は

約
１
０
０
０
坪
の
土
地
の
登
記
も
済
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
、感
無
量
で
し
た
。登
記
を
無
事
終
え
、ま
だ
深
い
雪

に
眠
る
あ
の
三
本
杉
の
谷
間
を
眺
め
た
感
慨
は
、い
ま

も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

同
年
３
月
初
旬
、雪
の
残
る
山
道
を
夫
婦
二
人
で
ス

ノ
ー
ダ
ン
プ
を
押
し
な
が
ら
里
山
づ
く
り
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。妻
は
購
入
し
た
ば
か
り
の
ユ
ン
ボ

「
ア
ト
ム
君
」を
操
縦
し
て
、十
数
年
の
耕
作
放
棄
で
埋

ま
っ
て
し
ま
っ
た
水
路
の
復
活
や
茅
の
大
株
掘
り
で
す
。

全
く
の
素
人
で
す
が
頼
も
し
い
限
り
で
す
。私
は
い
た

る
と
こ
ろ
に
繁
茂
し
て
し
ま
っ
た
柳
や
桑
の
大
木
、巻

き
つ
い
た
太
い
フ
ジ
ツ
ル
の
伐
採
で
す
。ク
ズ
ツ
ル
や

イ
バ
ラ
で
傷
だ
ら
け
に
な
っ
て
の
格
闘
で
し
た
。そ
れ

で
も
ア
ト
ム
君
と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
快
調
な
エ
ン
ジ
ン

音
を
谷
間
に
響
か
せ
な
が
ら
、荒
れ
て
い
た
里
山
が
少

し
づ
つ
き
れ
い
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。着
手
か
ら
約

２
カ
月
、５
月
ご
ろ
に
は
、雑
草
や
雑
木
の
処
理
を
ほ
ぼ

終
え
、明
る
い
春
の
陽
ざ
し
を
感
ず
る
日
々
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。き
れ
い
に
な
っ
た
あ
ぜ
道
で
、た
き
火
の

コ
ー
ヒ
ー
を
二
人
で
味
わ
い
な
が
ら
、至
福
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。そ
ん
な
二
人
の
幸
福
も
、「
怪
し

い
新
興
宗
教
か
も
し
れ
な
い
。危
な
い
か
ら
近
づ
く
な
」

と
土
地
の
噂
に
な
っ
た
こ
と
を
後
で
知
り
ま
し
た
。笑

い
話
の
懐
か
し
い
想
い
出
で
す
。

小
規
模
農
家
の
自
立
策
の
実
践

　

ケ
ロ
ン
の
小
さ
な
村
で
取
り
組
む
農
業
の
目
標
は

「
三
者
健
康
農
業
の
実
践
」と「
小
規
模
農
家
の
自
立
策

の
模
索
」の
二
つ
で
す
。三
者
健
康
農
業
と
は
、つ
く
る

人
・
食
べ
る
人
・
大
地
の
三
者
そ
れ
ぞ
れ
が
健
康
に
な

る
こ
と
を
め
ざ
す
農
業
で
す
。小
規
模
農
家
の
自
立
策

の
模
索
と
は
、古
来
、農
業
は
気
候
、風
土
に
依
拠
し
て

営
ま
れ
、そ
の
多
様
性
の
保
証
こ
そ
が
安
定
し
た
経
営

を
可
能
に
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。奥
能
登
は
中
山
間

地
が
多
く
、小
規
模
農
家
は
地
域
の
大
切
な
担
い
手
で

す
。そ
の
た
め
、生
産
・
加
工
・
販
売
の
一
体
化
、観
光

や
環
境
保
全
、自
然
体
験
な
ど
に
取
り
組
み
、一
定
の

収
益
を
得
て
小
規
模
農
家
と
し
て
も
自
立
で
き
る
こ
と

を
ケ
ロ
ン
の
小
さ
な
村
で
実
証
し
た
い
の
で
す
。

　

さ
て
、２
０
１
９
年
12
月
３
日
、第
六
回
デ
ィ
ス
カ
バ

ー
農
山
漁
村（
む
ら
）の
宝
の
選
定
証
交
付
式
が
東
京

の
首
相
官
邸
で
お
こ
な
わ
れ
、そ
の
交
付
式
に
ケ
ロ
ン

村
も
参
加
で
き
た
こ
と
は
青
天
の
霹
靂
で
す
。交
付
式

の
翌
日
に
は
Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
前
広
場
の
特
設
マ
ル
シ
ェ

で
ケ
ロ
ン
の
ノ
ボ
リ
旗
を
立
て
て
販
売
活
動
を
で
き
た

こ
と
も
私
に
と
っ
て
夢
の
舞
台
で
し
た
。私
た
ち
の
取

り
組
み
を
、国
の
認
め
る「
む
ら
の
宝
」と
し
て
選
定
し

て
い
た
だ
け
た
と
思
う
と
望
外
の
喜
び
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、夫
婦
二
人
だ
け
の
力
で
あ
り
ま
せ
ん
。厚

い
友
情
や
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
好
意
・
ご
支
援
の
お

陰
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
一
段
と
う
れ
し
く
、こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
小
さ
な
ケ
ロ
ン
の
村
づ
く
り
に
一

層
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
誓
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 
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書評

書
評

読まれてます

　

日
本
に
住
む
多
く
の
人
に
と
っ
て
重
要
な
食
品
の
一

つ
は
お
米
だ
ろ
う
。50
年
間
で
半
減
し
た
と
は
い
え
、日

本
人
一
人
当
た
り
の
米
の
年
間
消
費
量
は
50
㌔
グ
ラ
ム

を
超
え
る
。１
０
０
年
ほ
ど
前
に
起
き
た「
米
騒
動
」を

き
っ
か
け
に
、お
米
の
需
給
と
価
格
の
安
定
を
図
る
た

め
に
政
府
が
強
く
関
与
す
る
制
度
が
つ
く
ら
れ
、戦
後
、

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
基
本
と
す
る
経
済
シ
ス
テ
ム
に
転

換
し
た
な
か
、20
世
紀
末
ま
で
存
続
し
た
。現
在
の
制
度

で
は
需
要
と
供
給
に
よ
っ
て
価
格
が
形
成
さ
れ
る
。し

か
し
、出
来
秋
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、決
ま
っ
て「
こ

の
ま
ま
で
は
秋
に
は
米
価
が
暴
落
す
る
の
で
供
給
量
を

減
ら
さ
な
い
と
い
か
ん
」と
い
っ
た
論
調
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
。需
要
量
を
供
給
量
が
上
回
り
そ
う
な
ら
、取

引
価
格
は
低
下
す
る
こ
と
に
な
り
、供
給
サ
イ
ド
は
数

量
調
整
に
取
り
組
む
は
ず
だ
。

　

し
か
し
、現
実
は
そ
う
は
動
か
な
い
。と
り
わ
け
今

年
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
外
食
需
要
が
蒸
発
し
業
務
用
を
中

心
に
米
余
り
の
恐
れ
が
出
て
き
た
。主
食
用
か
ら
飼
料

用
へ
誘
導
す
べ
き
と
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。こ
の

よ
う
な
危
惧
が
現
実
化
し
そ
う
な
ら
米
価
に
反
映
し
て

い
く
は
ず
だ
。需
要
と
供
給
に
よ
っ
て
現
物
相
場
が
形

成
さ
れ
、先
物
市
場
で
将
来
の
価
格
が
形
成
さ
れ
れ
ば
、

供
給
量
を
減
ら
す
の
か
、そ
れ
と
も
価
格
変
動
を
ヘ
ッ

ジ
す
る
の
か
、経
営
の
安
定
策
を
選
択
で
き
る
こ
と
に

な
る
の
だ
ろ
う
。

　

本
書
は
、商
品
先
物
取
引
に
関
す
る
書
籍
で
あ
る
が
、

「
こ
う
す
れ
ば
も
う
か
る
」系
の
本
で
は
な
く
、「
米
生
産
者
、

卸
・
集
荷
業
者
な
ど
の
米
に
か
か
わ
る
業
者
の
方
々
が

抱
え
る
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
に
、商
品
先
物
市
場

を
利
用
す
る
方
法
」を
平
易
に
解
説
し
た
も
の
だ
。

　

日
本
で
は
、お
米
は
先
物
取
引
の
よ
う
な「
投
機
」の

対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
主
張
が
強
い
。米
の
生

産
者
の
立
場
に
立
て
ば
、春
先
の
田
植
え
ま
で
に
出
来

秋
の
販
売
価
格
が
確
定
し
た
ほ
う
が
経
営
安
定
に
望
ま

し
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。ま
た
、在
庫
で
抱
え
た
お

米
の
値
段
が
ど
う
な
る
か
は
、生
産
者
か
ら
買
取
集
荷

す
る
農
協
や
民
間
業
者
に
と
っ
て
も
、流
通
業
者
の
経

営
に
と
っ
て
も
気
が
か
り
で
あ
る
。先
物
取
引
制
度
を

使
う
か
ど
う
か
は
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
に
任
せ
る
と
し
て

も
、仕
組
み
や
機
能
を
理
解
し
、経
営
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
、損
に

な
る
こ
と
で
は
な
い
。ご
一
読
を
お
勧
め
す
る
次
第
だ
。

　

な
お
、高
槻
泰
郎
著『
大
坂
堂
島
米
市
場　

江
戸
幕

府
Ｖ
Ｓ
市
場
経
済
』（
講
談
社
現
代
新
書
）も
合
わ
せ
て

お
読
み
い
た
だ
く
と
理
解
が
深
ま
る
。

武
本 

俊
彦

（
新
潟
食
料
農
業
大
学
教
授
）

米
先
物
取
引
の
メ
リ
ッ
ト
を
知
る
入
門
書 （時事通信出版局・1,500円 税抜）

三省堂書店農林水産省売店（2020年8月1日～8月31日・税抜）

『
お
米
の
先
物
市
場
活
用
法
』

三
次 
理
加 

著

タイトル 著者 出版社 定価
1 データ農業が日本を救う 窪田 新之助／著 集英社インターナショナル 840円
2 令和２年版 食料・農業・農村白書 農林水産省 農林統計協会 2,600円
3 フードテック革命 世界700兆円の新産業 「食」の進化と再定義 田中 宏隆、岡田 亜希子、瀬川 明秀／著

外村 仁／監修 日経BP 1,800円
4 儲かる農業2020 週刊ダイヤモンド 2020年３月21日号 週刊ダイヤモンド ダイヤモンド社 664円
5 平成農政の真実 キーマンが語る 菅 正治／著 筑波書房 1,500円
6 フードバリューチェーンが変える日本農業 大泉 一貫／著 日本経済新聞出版社 1,800円
7 2030年のフード＆アグリテック 農と食の未来を変える世界の先進ビジネス70 佐藤 光泰、石井 佑基／著 同文舘出版 2,300円
8 農業のしくみとビジネスがこれ１冊でしっかりわかる教科書 窪田 新之助、山口 亮子／著 技術評論社 1,500円
9 農と食の貿易ルール入門 作山 巧／著 昭和堂 2,600円
10 季刊地域42号 2020年夏号（雑木とスギの知られざる値打ち） 農山漁村文化協会／編 農山漁村文化協会 857円
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生産者 特設インターネット販売サイト
（飲食店向け）

デリバリー・テイクアウト
販売などに取り組む飲食店

対象品目を無料掲載
送料無料（本事業で支援）

食材費・
容器包装費を支援

最大半額支援

販
路
の
多
角
化
へ
取
り
組
む
皆
さ
ま
へ

「
＃
元
気
い
た
だ
き
ま
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ご
紹
介

　

農
林
水
産
省
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
減
少
や
外
出
自
粛
な
ど
に
よ
り
、在
庫
の
滞
留
、価
格
の
低
下
、売
り
上
げ
の
減

少
な
ど
が
顕
著
な
牛
肉
、花
き
、果
物
な
ど
に
つ
い
て
、「
国
産
農
林
水
産
物
等
販
売
促
進
緊

急
対
策
」に
よ
り
販
売
促
進
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。民
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
販
路

を
活
用
す
る
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
う
ち
、三
つ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

生
産
者
や
卸
売
業
者
の
皆
さ
ま
、飲
食
店
を
経
営
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
に
と
て
も
有
益

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
取
り
組
み
で
す
。ぜ
ひ
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

農林水産物の販路の多角化推進事業
（食材費や包材費の最大半額を支援）

飲食店経営者、生産者・卸売事業者の皆さまへ

　農林水産物の販路の多角化推進事業事務局では、対象品目につい
て、その生産者・卸の皆さまと、デリバリー・テイクアウト販売など
に取り組む全国の飲食店が直接取引できるインターネット販売サイ
ト「ぐるなびFOODMALL」を開設しています。
◎飲食店経営者の皆さま
　このサイトでは、デリバリーやテイクアウト販売などに取り組む飲
食店の皆さまが対象品目や包材を最大半額で購入することができます。
このサイトに登録（登録料無料）して、新商品・新メニューの開発に取
り組んでみませんか。
◎生産者・卸売事業者の皆さま
　対象品目を取り扱う生産者・卸売事業者などの皆さまは、対象品目
を登録料などの負担なく出品・販売でき、飲食店へ発送する際の配送
料が無料になります。販売サイトには全国各地の飲食店が参加してお
りますので、このサイトに出品して、新たな販路を開拓してみませんか。

◎ 

対
象
品
目（
８
月
末
時
点
：
品
目
は
追
加
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

�

和
牛
、水
産
物（
マ
グ
ロ
類
な
ど
）、野
菜
・
果
実（
メ

ロ
ン
、マ
ン
ゴ
ー
、イ
チ
ゴ
、サ
ク
ラ
ン
ボ
）、茶（
リ

ー
フ
茶
）、そ
ば
、ジ
ビ
エ（
イ
ノ
シ
シ
肉
、シ
カ

肉
）、つ
ま
も
の
類（
ワ
サ
ビ
、大
葉
、タ
ケ
ノ
コ
）

【対 象 者】1飲食店
2対象品目を取り扱う生産者、卸売事業者など

【支援対象】1飲食店
　・ 対象品目の調達費（補助率1/2以下、最大半額での購入

が可能）
2対象品目を取り扱う生産者、卸売事業者など
　・対象品目を飲食店へ発送する際の送料
　・ 出品・掲載手数料（補助事業により開設されたサイトで

あるため無料になります）

【事業期間】販売期間（掲載期間）：2021年１月末まで（予定）

【参加方法】出品方法の詳細は、農林水産物の販路の多角化推進事業事
務局ホームページをご確認ください。
農林水産物の販路の多角化推進事業事務局
　https://foodmall.gnavi.co.jp/about/
　TEL.0120-905-587
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農林水産省からのお知らせ

最大半額支援

食材費など

販促イベント
などの開催

・試食会　
・和牛ウィーク　
・手巻き寿司キャンペーン  など

送料全額支援

送　料

インターネット販売

小売事業者、卸売事業者、
生産者団体の皆さまへ生産者・卸売事業者、ＥＣサイト事業者の皆さまへ

地域の創意による販売促進事業
（食材費やイベント経費の最大半額を支援）

インターネット販売推進事業
（送料の全額を支援）

　地域の創意による販売促進事業では、
道の駅や直売所などの販促キャンペーン
で使用する食材費などを支援します。地
域の実情に応じ、創意工夫を凝らして実施
する取り組み。たとえば、地域の直売所や
スーパーなどで、「おうちで和牛ウィーク」

「Let’s 手巻き寿司ウィーク」といったキ
ャンペーンを企画して、販売促進活動を
おこなう際に、必要となる食材費、イベン
ト経費（広告・宣伝費など）の１/２を支援
します。

　インターネット販売推進事業では、生産者や卸売事業者などの
方々がインターネット販売サイトで対象品目を販売する際の送料を
支援します。
◎生産者・卸売事業者の皆さま
　本事業を活用することで、全国各地の消費者に送料無料で商品を届
けることができます。コロナ禍で消費様式が変わりつつあるいま、イン
ターネット販売により新たな販路を開拓してみませんか。ぜひ出品を
ご検討ください。
◎ECサイト事業者の皆さま
　対象品目を取り扱う販売サイトとして、本事業に参画いただけるEC
サイトを募集しておりますので、ご関心があるEC事業者の皆さまは応
募をご検討ください。

【対 象 者】対象品目を取り扱う民間事業者
など

【支援対象】対象品目の食材費、イベント経
費（広告・宣伝費など）の1/2
・キャンペーン実施期間
　 連続または非連続で、合計14

日間以内。ただし、地方公共
団体と連携する場合は連続１
カ月

【期　　間】・ 申請受付期間：2020年11月
30日（月）17時まで

・ 事業実施期間：2021年１月
31日（日）まで

【参加方法】出品方法の詳細は、地域の創意
による販売促進事業事務局ホー
ムページをご確認ください。
地域の創意による販売促進事業
事務局
　https://chiikinosoui.jp/
　TEL.03-4477-2883

【対 象 者】1 インターネット販売サイトに対象品目の出品をおこなう
生産者、卸売事業者など

2ECサイトを運営している事業者

【支援対象】事業に参画しているインターネット販売サイトで、対象品
目を販売する際の送料（販売サイトが送料をすべて負担す
るので、生産者の皆さまが負担する必要はありません。）

【期　　間】2020年12月末まで（予定）に納品完了した商品の送料が対象

【参加方法】1 出品を希望される場合、販売サイトへご連絡のうえ、各サ
イト運営者が定める手続きを経ていただきます。対象とな
る販売サイトや出品できる商品などの詳細は、インターネ
ット販売推進事業事務局ホームページをご確認ください。

　インターネット販売推進事業事務局
　　https://www.ec-hanbai-suishin.jp
　　TEL.0570-023-064
2 販売サイトとして参画を希望される場合、＃元気いただき

ますプロジェクト事務局ホームページをご確認ください。
　 #元気いただきますプロジェクト事務局
　　https://www.kokusan-ouen.jp/ec/
　　TEL.03-6205-8421
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問
が
多
く
出
さ
れ
、関
心
の
高
さ
が
う

か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、支
店
業
務
課
長
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
十
勝
の
農

業
に
与
え
て
い
る
影
響
お
よ
び
公
庫
の

支
援
策
に
つ
い
て
解
説
。と
く
に
肉
用

牛
経
営
へ
の
影
響
が
大
き
く
、今
年
の

第
１
四
半
期
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
な

ど
の
落
ち
込
み
に
よ
り
、枝
肉
や
素
牛

価
格
が
前
年
同
期
よ
り
も
２
～
３
割
下

落
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
ほ
か
、

酪
農
で
は
生
乳
が
脱
脂
粉
乳
や
バ
タ
ー

な
ど
加
工
用
に
大
き
く
仕
向
け
ら
れ
た

こ
と
、畑
作
で
は
輸
入
肥
料
の
延
着
な

ど
輸
送
面
に
影
響
が
あ
っ
た
事
例
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、影
響
を
受
け
た

経
営
者
へ
の
支
援
と
し
て
、公
庫
が
融

資
制
度
に
特
例
を
措
置
し
た
こ
と
や
、

販
路
拡
大
・
人
手
不
足
支
援
な
ど
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
案

内
し
ま
し
た
。

　

な
お
、本
例
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

が
推
奨
さ
れ
、会
場
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
つ
な
ど
感
染
防
止

対
策
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　

７
月
９
日
、於
：
帯
広
市
、参
加
者
：

同
友
会
会
員
な
ど
18
人

　

北
海
道
中
小
企
業
家
同
友
会
と
か
ち

支
部
の
農
業
経
営
部
会
７
月
例
会
に
お

い
て
、帯
広
支
店
長
が「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を
テ
ー

マ
に
講
義
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

近
年
、自
然
災
害
や
厄
災
な
ど
企
業

の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
危
機

が
頻
発
し
て
い
る
状
況
を
受
け
、「
リ
ス

ク
管
理
」と「
危
機
管
理
」の
違
い
や
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
順
、Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）の
作
り
方
な
ど
、事

業
継
続
に
重
要
な
日
頃
の
備
え
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
リ
ス
ク
管
理
や
事

業
継
続
の
た
め
に
は
コ
ス
ト
を
ど
こ
ま

で
許
容
す
べ
き
か
」な
ど
、現
実
的
な
質説明する支店長の山下（右）と課長の岩崎

帯
広
支
店
発

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
で

講
師
を
務
め
ま
し
た

アグリフードEXPO
オンライン

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、例年２月後半に開催している国産農産
物の展示商談会「アグリフードEXPO大阪」について、本年度の開催を中止するこ
とといたしました。
そこで代替として展示商談サイト「アグリフードEXPO オンライン」の開設を予定
しております。
出展のお申し込み手続きなど、具体的なご案内は、10月上旬をめどに日本公庫ホー
ムページでお知らせいたします。

開設のお知らせ
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新型コロナウイルス感染症・令和２年７月豪雨に係る
特例制度が措置されています

　新型コロナウイルス感染症で影響を受けた農林漁業者などの皆さまと、令和２年７
月豪雨により被害を受けた農林漁業者などの皆さまを対象として、農林漁業セーフ
ティネット資金と農林漁業施設資金（災害復旧施設）に特例制度が措置されています。
　ご相談については、本店農林水産事業本部（フリーダイヤル：0120-926478）およ
び全国の各支店農林水産事業で受け付けています。新型コロナウイルス感染症の感染
拡大を防止する観点から、まずは電話でご相談ください。
　皆さまからのご融資やご返済に関する相談に、政策金融機関として引き続き迅速か
つきめ細やかな対応をおこなってまいります。

○ その他の資金についても、金利負担軽減と実質無担保・無保証人などの特例措
置があります（担保は融資対象物件に限る貸付け、保証人は同一経営の範囲内
のみに限る貸付け）。詳細は公庫支店へお問い合わせください。

○ 審査の結果により、ご希望に添えない場合があります。

［特例措置の内容］
新型コロナウイルス感染症に係る特例措置 令和２年７月豪雨による被害に係る特例措置

対象資金 農林漁業セーフティネット資金 ①農林漁業セーフティネット資金
②農林漁業施設資金（災害復旧施設）

ご利用
いただける方

主業農林漁業者（注）などであって、新型コロナ
ウイルス感染症により資金繰りに著しい支障を
来しているまたは来すおそれがある方

主業農林漁業者（注）などであって令和２年７月
豪雨により被害を受けた方

資金の使いみち 農林漁業経営の維持安定に必要な長期運転資金 災害により被害を受けた経営の再建や施設の復
旧に必要な資金

特例制度の内容

（１）金利負担軽減
実質無利子（融資当初５年間（林業者は当初
10年間））

（２）融資限度額引き上げ
一般： 1,200万円、（特認※）年間経営費など

の12分の12
※ 簿記記帳をおこなっている方に限り、経営規模など

から融資限度額の引き上げが必要と認められる場
合に適用されます。

（３）実質無担保・無保証人
担保は融資対象物件、保証人は同一経営の
範囲内に限る貸付け

（１）金利負担軽減
実質無利子（融資当初５年間（林業者は当初
10年間））

（２）融資限度額の引き上げ
①農林漁業セーフティネット資金

一般： 1,200万円、（特認※）年間経営費な
どの12分の12

※ 簿記記帳をおこなっている方に限り、経営規模など
から融資限度額の引き上げが必要と認められる場
合に適用されます。

②農林漁業施設資金（災害復旧施設）
　 負担額の100％または１施設あたり1,200

万円のいずれか低い額
（３）実質無担保・無保証人

担保は融資対象物件、保証人は同一経営の
範囲内に限る貸付け

融資期間
（うち据置期間） 15年以内（３年以内）

①農林漁業セーフティネット資金
　10年以内（３年以内）
②農林漁業施設資金（災害復旧施設）
　15年以内（３年以内）

（注）主業農林漁業者とは 
個人：農林漁業に係る所得が総所得の過半を占めている方、または農林漁業に係る粗収益が200万円以上の方 
法人：農林漁業に係る売上高が総売上高の過半を占めている方、または農林漁業に係る売上高が1,000万円以上の方

日本公庫支店は
⬅ こ ち ら か ら
アクセスできます



編集後記

みんなの広場

ご意見・ご感想をお寄せください

　本誌では読者の皆さまからのご意見・ご感想を
幅広く募集しております。特集企画への感想や誌面
に登場していただいた農林漁業者へのメッセージ、
農林漁業についてのご意見、また、誌面へのご意見、
ご提案もお待ちしております。お名前、ご住所、電話
番号を記載のうえお送りください。
　ご意見を掲載させていただいた方や参考にさせ
ていただいた方には、図書カードを差し上げます。

メール  anjoho@jfc.go.jp　 FAX  03‐3270‐2350
郵送  〒100‐0004

東京都千代田区大手町1‐9‐4
大手町フィナンシャルシティ ノースタワー
日本政策金融公庫 農林水産事業本部
AFCフォーラム編集部宛て
Tel. 03‐3270‐2268

【送付先】

ク
ボ
タ
の
飯
田
さ
ん
は
日
本
農
業
が

持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、「
匠
の
技
や
長
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
伝
承
」を
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。高
齢
化

が
進
む
農
業
界
で
、貴
重
な「
匠
の
技
・
ノ

ウ
ハ
ウ
」を
確
実
に
次
世
代
に
伝
承
し
て

い
く
た
め
に
は
、早
期
の
情
報
蓄
積
が
必

須
。「
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
」に
お
け
る
、官
民
連
携

に
よ
る
農
業
デ
ー
タ
共
通
基
盤
の
整
備
の

促
進
を
期
待
し
ま
す
。 

（
高
雄
）

農
業
Ｄ
Ｘ（
農
業
と
農
村
の
一
体
的
な

デ
ジ
タ
ル
化
）と
聞
い
て
最
初
は
ピ
ン
と

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、日
本
総
研
の
三
輪

さ
ん
の
具
体
例
を
読
み
、ス
マ
ー
ト
農
業

で
得
ら
れ
た
情
報
を
活
か
し
て
農
村
の
暮

ら
し
を
よ
り
豊
か
に
す
る
こ
と
だ
と
感
じ

ま
し
た
。す
ぐ
に
田
舎
の
祖
母
に
電
話
し
、

「
も
っ
と
便
利
な
生
活
に
な
る
か
ら
長
生

き
し
て
」と
言
う
と
、「
ス
マ
ホ
を
使
わ
な

き
ゃ
ね
」と
返
っ
て
き
ま
し
た
。 

（
山
本
）

「
農
と
食
の
邂
逅
」で
は
、作
家
の
片
柳

草
生
さ
ん
に
初
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

片
柳
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
に
出
版
社
で
編

集
者
と
し
て
ご
活
躍
後
、独
立
。手
仕
事

の
生
活
道
具
の
数
々
を
紹
介
す
る
本
を
出

版
さ
れ
て
い
ま
す
。農
業
誌
と
は
ま
っ
た
く

異
な
る
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
き
た
方
で
す
。

今
回
は
、畜
産
業
の
こ
と
な
ど
を
一
か
ら
勉

強
さ
れ
、取
材
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し

た
。ぜ
ひ
、ご
一
読
く
だ
さ
い
。 

（
城
間
）

「
耳
よ
り
な
話
」は
温
暖
化
を
利
用
し
た

亜
熱
帯
果
樹
の
栽
培
促
進
に
つ
い
て
。思

い
返
せ
ば
約
30
年
前
に
気
候
変
動
が
問

題
化
し
て
か
ら
、私
た
ち
は
先
進
技
術
に

支
え
ら
れ
、「
ウ
ィ
ズ
温
暖
化
」の
暮
ら
し

を
続
け
て
き
ま
し
た
。今
回
の
難
局
が
収

束
す
る
ま
で
、あ
と
ど
の
ぐ
ら
い
か
か
る

の
で
し
ょ
う
。平
穏
な
日
常
を
取
り
戻
す

対
策
技
術
が
確
立
す
る
こ
と
を
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

（
竹
中
）
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♠
７
月
号
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
特
集
を
読
み
ま

し
た
。持
続
可
能
な
社
会
へ
の
取
り
組
み

と
い
え
ば
、身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、買
い

物
を
す
る
と
き
の
エ
コ
バ
ッ
グ
。コ
ン
ビ

ニ
で
の
精
算
時
、「
レ
ジ
袋
は
必
要
で
す

か
」と
問
わ
れ
、「
し
ま
っ
た
！
」と
思
う

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　

さ
て
、私
の
住
む
和
束
町
は
中
山
間

地
域
に
あ
る
、茶
業
を
な
り
わ
い
と
す

る
農
家
が
多
い
宇
治
茶
の
主
産
地
で
す
。

こ
の
30
年
で
人
口
は
３
０
０
０
人
減
少

し
、担
い
手
の
高
齢
化
が
顕
著
で
、茶
農

家
全
体
の
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、一

定
の
生
産
量
を
維
持
し
て
い
ま
す
。そ
の

要
因
の
一
つ
は
、生
産
・
製
造
形
態
の
多

様
化
に
早
期
に
対
応
で
き
た
こ
と
だ
と

推
測
し
て
い
ま
す
。中
山
間
地
域
で
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
に

は
、消
費
者
の
嗜
好
や
ブ
ー
ム
に
い
か
に

早
く
気
付
い
て
順
応
で
き
る
か
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

　

い
ま
や
お
茶
は
、「
湯
を
注
い
で
飲
む

も
の
」か
ら
、「
食
す
る
お
茶
」「
観
る
お

茶
」「
体
験
す
る
お
茶
」へ
と
進
化
し
て
い

ま
す
。ま
た
、「
シ
ン
グ
ル
オ
リ
ジ
ン
」「
ス

ト
レ
ー
ト
」と
呼
ば
れ
る
、生
産
者
や
品

種
を
限
定
し
た
緑
茶
が
注
目
さ
れ
る
な

ど
、大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
新
し
い
生
活
様
式
」に
合
わ
せ
、10
年

先
を
見
据
え
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定

し
、い
ま
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る
。そ

れ
が
持
続
可
能
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

 

（
京
都
府
和
束
町　

馬
場 

正
実
）

右記のコードもご利用ください ➡
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上級農業経営アドバイザー

連載 号

38　AFCフォーラム 2020・10

初めて農業経営者と関わった
のは30年前、とある耕種の農

事組合法人の決算を引き受けたと
きだ。その法人の関係機関を交え
ての決算総会の折に、研修会の講
師を務めたことが、農業関係の仕
事を専門的に始めるきっかけとな
った。その当時から経営の安定を
はかり、後継者を確保・育成してい
くことは課題であった。
　その後、長崎県内各地で、研修会
の講師を務めてきた。離島の会場
では「島から都会に出ていった息
子に帰ってきてもらうにはどうす
ればよいか」という質問を受けるこ
ともあり、ビジネスとしての農業経
営確立の重要性を身にしみて感じ
た。
　私が経営の基本としてきたこと
は、簿記記帳に基づき、貸借対照

表・損益計算書を作成し、青色申告
をすることだった。そこで得られた
データを活かし、経営計画を立て、
戦略を練り実行し、結果を検証し、
さらに、改善行動を繰り返すことを
ルーティーン（習慣化）とすること

農業・農村の持続性を高めながら
農業や食品産業の成長産業化を促
進する「産業政策」と、多面的機能
の維持・発揮を促進する「地域政
策」とを車の両輪として各分野の施
策を講じていくこととされている。

である。自らの体力を知り、それを
活かしていく。根拠に基づく経営
である。
　現在、私は多くのたくましい若手
農業経営者と仕事をする機会に恵
まれている。自信を持って情熱を注
ぐ彼らと将来の夢を語り合うのは、
税理士冥利に尽きる。

わが国の食と活力ある農業・農
村を次の世代につなぐため

に、新たな「食料・農業・農村基本計
画」が閣議決定された。人口減少が
本格化する社会にあっても、食料・

農は「国の基
もとい

」である。国民の一
人一人がその認識を共有す

るなかで、後継者が育ち、地方が潤
う。事業経営にゴールはない。常に
発展途上にある。
　しかし、切磋琢磨する仲間や、伴
に走る支援者がいれば、困難を乗
り越え成長を続け、次代につなが
る可能性が拡がる。全国で活躍す
る農業経営者がいて業界が活性化
していく。「農活の時代」のなかで、
農業経営アドバイザーとして将来
を見つめ、心を込めてその役割を
担っていきたい。

経営にゴールなし
支援者がいれば
困難越え成長する

古賀 久子
KOGA Hisako

こが ひさこ
長崎県出身。税理士法人土井税務会計事務所
税理士。長崎県農業経営相談所専門家・同農
業経営スペシャリスト。自らも税理士業におい
て２度の事業承継の経験（第三者、親）を持つ。

▪農業経営アドバイザー
農業経営者のニーズに対応し、経営への総合的で的確なアドバイスを実践する専門家です。
2005年、農業経営の発展に寄与することを目的に日本公庫（当時、農林漁業金融公庫）が資格制
度を創設しました。本コーナーは、上級資格である上級農業経営アドバイザーが執筆します。
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